
第 34回（’24）書学書道史学会大会
　今年度の大会は、10 月 26 日（土）・27 日（日）の両日、大東文化大学板橋校舎（〒175－8571 板橋区高
島平 1－9－1）において開催します。詳しいプログラムは 3頁のとおりです。研究発表に加え、記念講演
会とシンポジウムを企画いたしました。多数のご参加をお待ちしております。
　本状は大会当日にお持ちください。会員の確認として使用する場合があります。
　なお、本大会の開催に関する最新の情報は学会ホームページでお知らせいたしますので、本状発送の
後も随時ご確認ください。またホームページには、本状のデータを掲載しますので、適宜ご利用くだ
さい。

10 月 26 日（土）
　12：00	 受付開始
　13：00 ～ 14：00	 開会式・総会
　14：00 ～ 15：00	 研究発表
　15：15 ～ 17：00	 シンポジウム
　17：30 ～ 19：30	 懇親会

10 月 27 日（日）
　　9：30	 受付開始
　10：00 ～ 12：10	 研究発表
　13：10 ～ 14：50	 研究発表
　15：00 ～ 16：20	 記念講演
　16：20 ～ 16：30	 閉会式

〈大東文化大学板橋校舎 3号館〉

大東文化大学へのアクセスは以下のとおりです。
都営三田線「西台」駅西口下車、徒歩 9分
東武東上線「東武練馬（大東文化大学前）」駅下車、
無料スクールバスで 5分〈大東文化大学板橋校舎マップ〉
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大会関係各種連絡事項

○�大会参加申込みは、10 月 11 日（金）までに下記のURL または二次元コード
から申し込みフォームにアクセスしていただき、必要事項を入力の上ご送信く
ださい。締切厳守でお願いいたします。大会当日の参加受付はいたしかねます
ので、事前の申し込みにご協力ください。

　　https://forms.office.com/r/RnFSAehFP6

　なお、申し込みフォームへのアクセスが難しい場合は、事務局（連絡先は 4頁）までご一報願います。

○�大会参加費（資料代を含む）および懇親会参加費は、同封の「振込取扱票」に必要事項をご記入の上、
10 月 11 日（金）までに納入してください。念のため、振込控えは大会当日にお持ちください。年会
費との合計金額の入金は禁止いたします。やむを得ず払込票を利用せず、口座に直接参加費を入金す
る場合は氏名の頭に「0」を付けて入金してください。なお、当日会場では、現金を取り扱いません
ので、あしからずご了承願います。
○�今回の大会では、会員 1名につき非会員 1名の同伴参加を認めます。非会員の同伴を予定している
会員は、上記の申し込みフォームに同伴非会員の氏名・所属も登録してください。また、上記の「振
込取扱票」により同伴非会員の参加費（大会、懇親会）も納入してください。
○�大会参加費は、一般会員が 2,000 円（同伴非会員も同額）、学生会員は無料です（同伴非会員が学生
の場合は無料）。懇親会参加費は、一般会員・同伴非会員が 5,000 円、学生は会員・非会員を問わず
2,500 円です。

○�今大会では、やむを得ない事情で会場へ赴くことが困難な方に対し、大会の模様をオンラインで配信
いたします。この場合でも、一般会員には上記の期限までに参加費の納入が必要となります。オンラ
インでの参加を希望する方は、上記の申し込みフォームの所定欄に入力してください。
○�昼食は、各自でご用意ください。会場の多目的ホールで昼食をとることが可能です。なお、役員・幹
事の方には 26 日の昼食を別途用意いたします。
○�宿泊ホテル等については、すでに会報でお知らせしたとおり、各自で手配していただくこととし、事
務局では手配いたしません。
○�学会からの派遣申請書が必要な方は、学会ホームページに PDFファイルを掲載しておりますので、
印刷の上ご利用ください。

大会参加 懇親会参加 計

一般会員
○ ○ 7,000 円

○ × 2,000 円

学生会員
○ ○ 2,500 円

○ × 0円
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第34回（’24）書学書道史学会大会プログラム

10 月 26 日（土）　於：大東文化大学板橋校舎 3号館 多目的ホール
12：00	 受付開始
13：00～ 14：00	 開会式・総会
14：00～ 15：00	 研究発表
　① 14：00～ 14：30「「国語国字」問題をめぐる鬩ぎあい	
　　　　　　　　　　　 ―書家比田井天来（一八七二	―	一九三九）を中心に―」
	 柯　輝煌（東京大学大学院）【司会：髙橋　利郎】
　② 14：30～ 15：00「日本における朱熹書『易繫辞』に関する考察」
	 鄭　天貽（関西大学大学院）【司会：峯岸　佳葉】
15：15～ 17：00	 シンポジウム「書の人文情報学」
　　　　　　　基調報告
　　　　　　　「書道コンテンツのデジタル公開の在り方」　　　　　　藤森　大雅氏（大東文化大学）
　　　　　　　「碑帖拓本デジタルアーカイブの研究利用について」　　成田　健太郎氏（京都大学）
　　　　　　　「デジタルアーカイブ・人文情報学に関する技術紹介」　中村　覚氏（東京大学）
	 【司会：菅野　智明】
17：30～ 19：30	 懇親会　於：生協食堂
※会期中の特別展示　於：3号館 305教室

10 月 27 日（日）　於：大東文化大学板橋校舎 3号館 多目的ホール
　9：30	 受付開始
10：00～ 12：10	 研究発表
　③ 10：00～ 10：30「醍醐朝における唐風受容の一様相	―小野道風「屏風土代」を中心に―」
	 陳　雪溱（東京大学大学院）【司会：永由　徳夫】
　④ 10：30～ 11：00「銭松の篆刻作風について	―「印中求印」の展開を中心に―」
	 草野　剛（筑波大学大学院）【司会：増田　知之】
　⑤ 11：10～ 11：40「里耶秦簡の字形認識	―网部字―」
	 村田　萌（大東文化大学大学院）【司会：矢野　千載】
　⑥ 11：40～ 12：10「秦印に関する一考察」	 滑田　一輝（東京学芸大学）【司会：福田　哲之】
12：10～ 13：10	 記念撮影・昼食
13：10～ 14：50	 研究発表
　⑦ 13：10～ 13：40「蔡邕飛白創始説について」
	 仲村　康太郎（京都大学大学院）【司会：剣持　翔伍】
　⑧ 13：40～ 14：10「河井荃廬の訪中と交流	―上海・杭州を中心に―」
	 川内　佑毅（東洋大学）【司会：弓野　隆之】
　⑨ 14：20～ 14：50「原田大観の訪中収蔵活動について」
	 下田　章平（相模女子大学）【司会：中村　史朗】
15：00～ 16：20	 記念講演
　　　　　　　	 「翁方綱『孔子廟堂考』の検証と補遺」
	 澤田　雅弘氏（名誉会員、大東文化大学）【司会：河内　利治】
16：20～ 16：30	 閉会式
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大会に関する問い合わせ先

書学書道史学会事務局　〒100－0003 東京都千代田区一ツ橋 1－1－1 パレスサイドビル 7F
（株）毎日学術フォーラム内　TEL 03－6267－4550 ／ FAX 03－6267－4555
Email：maf-syogaku@mynavi.jp

発表者への連絡事項

○�発表者の持ち時間は、30 分（発表時間 20 分、質疑応答 10 分）です。発表に際しては、時間厳守で
お願いします。
○�発表者各位においては、発表資料を A3 判両面印刷最大 5枚まで（複数枚の場合は綴じること）とし
て 10 月 21 日（月）までに、下記の宛先へ送付願います。印刷部数は、15 日（火）までにお知らせし
ます。
　〒175－8571 板橋区高島平 1－9－1 大東文化大学文学部書道学科事務室
　　担当：髙橋利郎先生　TEL 03－5399－7336
　※送付伝票備考欄等に「書学書道史学会研究発表資料在中」と記載してください。
○�今大会では、やむを得ない事情で会場へ赴くことが困難な方に対し、研究発表をオンラインで配信い
たします。発表者各位には、オンライン用に、発表資料のデータ（PDFファイル）をご作成いただき、
10 月 21 日（月）までに、こちらは事務局宛にEメール（上記参照）でご送付ください。
○�発表会場にはパソコン、プロジェクターを設置します。ご利用の場合、事務局宛にその旨をお知らせ
ください。ご自身のパソコン（HDMI 端子のある）をご持参いただいても結構です。その際も、事
務局へご一報願います。いずれの場合も、当日は USBメモリーをご持参ください（PPT データの他
に、念のためその PDFデータもご用意ください）。試写は、研究発表前の空き時間を適宜ご活用く
ださい。
○各発表の司会者は、諸般の事情で変更が生じる場合があります。

役員・幹事への連絡事項

○	理事・監事・諮問委員各位には、必ず 2頁の申し込みフォームから理事会出欠のご回答をお願いしま
す。幹事各位にも、同様に資料封入作業の出欠の回答をお願いします。いずれも昼食準備数を把握す
る関係上、ご回答にご協力ください。
○�理事・監事・諮問委員各位には、10 月 26 日（土）11：00より本年度第 3回理事会を開催いたします
ので、大東文化大学板橋校舎 3 号館 321 教室へご参集ください。

○�幹事各位には、10 月 26 日（土）10：30に作業を行う大東文化大学板橋校舎 3 号館 307 教室へご参集
願います。資料封入作業のほか、受付や大会運営のご協力をお願いしますので、ご承知おきください。
� 以　上

講師紹介　澤田 雅弘（さわだ まさひろ）氏
1954 年生。大東文化大学大学院中国学専攻博士後期課程単位取得退学。
同大学文学部教授。群馬大学名誉教授。本学会元理事長、現在、名誉会員。
「明中期呉中文苑考」「潤例の発生と展開」「飲墨について」「焦循『里堂道
聴録』所録の南北書派論・北碑南帖論について」「書法史における刻法・
刻派という新たな視座」「三井本十七帖考」等、論文多数。
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あ
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台
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館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
細
井
版
の
版
木
は
東
京

都
世
田
谷
区
の
満
願
寺
に
所
蔵
さ
れ
、
細
井
広
沢
も
同
寺
に
葬
ら
れ
て
い
る
。

　

台
北
故
宮
博
物
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
真
跡
は
、
か
つ
て
清
内
府
の
収
蔵
品

で
あ
り
、
後
に
恭
親
王
府
に
賜
っ
た
が
、
辛
亥
革
命
の
影
響
で
羅
振
玉
の
手
に

渡
り
日
本
に
流
入
し
た
。
大
正
元
年
（
一
九
一
二
年
）
に
大
阪
の
油
谷
博
文
堂

に
よ
っ
て
『
宋
朱
子
書
易
繋
』
と
し
て
出
版
さ
れ
、
書
道
雑
誌
『
書
苑
』
や
『
斯

文
』
に
も
そ
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
。
一
九
一
九
年
二
月
号
『
斯
文
』
と
台
北

故
宮
博
物
院
の
記
載
に
よ
る
と
、
羅
振
玉
の
後
に
岩
崎
家
の
収
蔵
と
な
り
、
さ

ら
に
中
国
書
画
の
収
集
家
で
あ
る
林
宗
毅
の
手
に
渡
り
、
一
九
八
三
年
に
台
北

故
宮
博
物
院
に
寄
贈
さ
れ
た
。

　

本
稿
は
、
朱
熹
書
『
易
繫
辞
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
過
程
を
詳
細
に
記
述

し
、
中
日
両
国
に
お
け
る
文
化
交
流
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

�

（
関
西
大
学
大
学
院
）
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
書
の
人
文
情
報
学
」

　

こ
れ
ま
で
人
文
系
の
各
学
域
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
た
情
報
学
の

成
果
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
そ
こ
か
ら
人
文
情
報
学
と
い
う
学
際
的
領
域
を

確
立
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
こ
の
よ
う
な
人
文
情
報
学

的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
書
の
研
究
に
取
り
組
む
三
名
の
会
員
よ
り
、
そ
の
実
践
を
報

告
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
書
の
研
究
と
人
文
情
報
学
と
の
協
働
の

可
能
性
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
、
急
速
に
技
術
革
新
が
進
展
す
る
現
下
、
新
た

な
研
究
を
模
索
す
る
示
唆
を
得
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
基
調
報
告
〉

「
書
道
コ
ン
テ
ン
ツ
の
デ
ジ
タ
ル
公
開
の
在
り
方
」

�

藤
森　

大
雅
（
大
東
文
化
大
学
）

　

大
学
が
所
有
す
る
拓
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
デ
ジ
タ
ル
公
開
に
携
わ
っ
た
経
験

か
ら
、
研
究
機
関
が
所
有
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
性
を
踏
ま
え
た
ア
ー
カ
イ

ブ
ス
サ
イ
ト
の
仕
様
、
拓
本
資
料
の
調
査
方
法
、
公
開
後
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充

実
な
ど
の
問
題
を
中
心
に
、
書
道
コ
ン
テ
ン
ツ
の
公
開
の
在
り
方
に
つ
い
て
私

見
を
述
べ
た
い
。

「
碑
帖
拓
本
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
研
究
利
用
に
つ
い
て
」

�

成
田　

健
太
郎
（
京
都
大
学
）

　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
発
展
は
昨
今
著
し
く
、
各
種
資
料
の
デ
ー
タ
が

ウ
ェ
ブ
上
で
よ
り
広
く
公
開
さ
れ
、
研
究
上
の
需
要
も
高
ま
っ
て
い
る
。
碑
帖

拓
本
資
料
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
研
究
環
境
の
向
上
と
研
究
手
法
の
更
新
が

期
待
さ
れ
る
。
碑
帖
拓
本
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
い
か
な
る
研
究
利
用
を
思

い
描
く
の
か
、
原
資
料
の
所
有
者
、
書
学
書
道
史
お
よ
び
人
文
学
情
報
学
の
研

究
者
の
三
者
の
視
点
か
ら
、
展
望
と
課
題
を
探
り
た
い
。

「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・
人
文
情
報
学
に
関
す
る
技
術
紹
介
」

�

中
村　

覚
（
東
京
大
学
）

　

本
報
告
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
人
文
情
報
学
に
関
す
る
基
礎
的
な

技
術
、
特
にIIIF

、T
EI

、
画
像
処
理
技
術
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
こ
れ

ら
の
技
術
が
文
化
的
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
に
ど

の
よ
う
に
寄
与
す
る
か
を
概
観
す
る
。
さ
ら
に
、
成
田
健
太
郎
氏
と
の
碑
帖
拓

本
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
に
関
す
る
共
同
研
究
を
基
に
、
こ
れ
ら
技
術
の

応
用
例
を
示
す
。
こ
れ
ら
の
事
例
を
基
に
、
書
の
研
究
に
お
け
る
人
文
情
報
学

の
役
割
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
い
。

③
醍
醐
朝
に
お
け
る
唐
風
受
容
の
一
様
相　

　
　

―
小
野
道
風
「
屏
風
土
代
」
を
中
心
に
―

陳　

雪
溱

　
「
屏
風
土
代
」（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
）
は
、
小
野
道
風
（
八
九
四
～

九
六
七
）
が
延
長
六
年
（
九
二
八
）
に
醍
醐
天
皇
（
八
八
五
～
九
三
〇
、
在
位

八
九
七
～
九
三
〇
）
の
勅
命
に
応
じ
て
、
内
裏
屏
風
に
大
江
朝
綱
（
八
八
六
～

九
五
八
）
の
漢
詩
を
揮
毫
し
た
下
書
き
で
あ
る
。
本
巻
に
署
名
は
な
い
が
、
巻

末
の
藤
原
定
信
（
一
〇
八
八
～
一
一
五
六
）
に
よ
る
奥
書
と
『
日
本
紀
略
』
延

長
六
年
十
二
月
の
記
事
か
ら
、
道
風
の
確
実
な
真
跡
と
考
え
ら
れ
る
。「
屏
風

土
代
」
に
見
ら
れ
る
重
厚
と
量
感
を
兼
ね
備
え
た
曲
線
的
な
筆
遣
い
は
、「
和

様
の
書
」
の
特
徴
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
盛
唐
に
お
け
る
玄
宗
（
六
八
五
～

七
六
二
、
在
位
七
一
二
～
七
五
六
）
の
好
尚
を
端
緒
と
す
る
豊
満
で
穏
や
か
な

宮
廷
書
風
と
の
共
通
点
が
多
く
窺
え
る
。

　

国
風
文
化
の
萌
芽
期
と
さ
れ
る
醍
醐
朝
で
活
躍
し
た
道
風
は
、
唐
様
か
ら
離

脱
し
て
和
様
の
創
始
者
と
位
置
付
け
ら
れ
る
が
、
盛
唐
書
風
と
の
関
連
性
は
、

ま
だ
十
分
に
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
醍
醐
朝
の
書
を
議
論
す
る
に
あ
た
り
、「
和

様
」
成
立
の
時
代
背
景
だ
け
で
な
く
、
盛
唐
様
式
の
革
新
、
作
品
流
通
の
時
差
、

書
風
受
容
の
重
層
性
な
ど
の
歴
史
的
要
因
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
本
発
表
で
は
、
ま
ず
玄
宗
朝
以
降
の
皇
帝
御

書
と
、
皇
室
ゆ
か
り
の
碑
銘
と
墓
誌
、
敦
煌
残
巻
、
公
文
書
な
ど
現
存
す
る
書

跡
や
拓
本
と
の
比
較
を
通
じ
、「
屏
風
土
代
」
書
風
の
源
流
を
再
検
討
す
る
。

次
に
『
醍
醐
天
皇
御
記
』
を
は
じ
め
、
藤
原
忠
平
（
八
八
〇
～
九
四
九
）『
貞

信
公
記
』、
重
明
親
王
（
九
〇
六
～
九
五
四
）『
吏
部
王
記
』、
藤
原
行
成
（
九
七
二

～
一
〇
二
八
）『
権
記
』、
皇
円
（
？
～
一
一
六
九
）『
扶
桑
略
記
』
な
ど
、
平

安
時
代
中
期
の
史
料
の
中
で
書
法
に
関
す
る
記
事
を
整
理
す
る
。
伝
存
作
品
と

文
献
を
照
合
分
析
す
る
こ
と
で
、
醍
醐
朝
の
内
裏
に
お
い
て
実
見
で
き
て
い
た

最
先
端
の
書
風
の
摂
取
、
お
よ
び
書
法
御
覧
や
模
本
制
作
の
実
像
に
迫
る
。

　

小
野
道
風
の
現
存
作
例
を
通
じ
、
そ
の
書
風
は
初
唐
か
ら
盛
唐
に
至
る
王
羲

之
（
三
〇
三
～
三
六
一
）
へ
の
崇
拝
を
反
映
し
、
加
え
て
盛
唐
・
中
唐
に
変
化

し
た
新
し
い
宮
廷
書
風
と
狂
草
書
風
が
併
用
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
こ
の
時

期
の
異
な
る
意
味
を
持
つ
「
唐
」
の
規
範
性
を
積
極
的
に
選
択
吸
収
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。
国
風
文
化
を
め
ぐ
る
言
説
の
再
考
が
進
む
近
年
、
本
発
表
は
そ
の

動
向
と
呼
応
し
、
唐
風
受
容
の
段
階
的
変
化
を
捉
え
、
書
道
史
的
な
位
置
付
け

を
試
み
た
い
。

�

（
東
京
大
学
大
学
院
）
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④
銭
松
の
篆
刻
作
風
に
つ
い
て

　
　

―
「
印
中
求
印
」
の
展
開
を
中
心
に
―

草
野　

剛

　

清
朝
中
後
期
の
篆
刻
史
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
浙
派
と
鄧
派
が
主
要
な

対
象
と
さ
れ
個
別
の
印
人
の
作
例
や
思
想
の
分
析
に
は
少
な
か
ら
ぬ
蓄
積
が
あ

る
。
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
て
き
た
の
は
、
鄧
派
印
人
ら
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ

た
「
印
従
書
出
」
や
「
印
外
求
印
」
と
い
っ
た
新
概
念
で
あ
り
、
趙
之
謙
や
呉

昌
碩
は
主
と
し
て
鄧
派
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
と
言
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。
翻
っ
て
浙
派
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
概
観
す
れ
ば
、
創
始

者
・
丁
敬
の
刀
法
の
創
新
に
よ
る
新
た
な
作
風
の
確
立
と
、
西
泠
八
家
を
中
核

と
す
る
浙
派
印
人
ら
に
よ
る
丁
敬
の
作
風
の
継
承
が
先
学
の
検
討
の
主
眼
で
あ

り
、
清
朝
後
期
か
ら
清
末
に
か
け
て
浙
派
が
果
た
し
た
役
割
は
こ
れ
ま
で
十
分

に
顧
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

本
発
表
で
は
、
清
朝
中
後
期
の
篆
刻
史
に
お
け
る
浙
派
の
位
置
づ
け
を
再
検

証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
従
来
は
一
括
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
西
泠
八
家
の

う
ち
、
そ
の
掉
尾
を
飾
る
銭
松
の
篆
刻
作
風
の
展
開
に
焦
点
を
当
て
る
。
銭
松

に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
す
で
に
童
衍
方
氏
が
、
汪
啓
淑
編
『
漢
銅
印
叢
』

を
も
と
に
秦
漢
に
遡
っ
て
学
ん
だ
こ
と
で
、
変
化
に
富
ん
だ
独
特
な
作
風
を
生

み
出
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
銭
松
の
篆
刻
作
風
と
『
漢
銅
印
叢
』
中

の
印
章
と
の
共
通
点
、
及
び
従
来
の
浙
派
の
作
風
と
相
違
点
を
十
分
に
明
ら
か

に
し
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
浙
派
を
含
む
清
朝
篆
刻
史
に
お
い
て
銭
松
が
い
か
に

位
置
づ
く
の
か
と
い
う
点
に
踏
み
込
ん
で
言
及
し
て
い
な
い
。

　

本
発
表
で
は
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
銭
松
の
創
作
手
法
と
印
学
観
の
独
自
性
は

い
か
な
る
点
に
認
め
ら
れ
る
か
、
そ
れ
は
浙
派
に
お
い
て
定
型
化
し
た
作
風
か

ら
脱
却
し
得
た
の
か
、
そ
れ
ら
は
後
世
の
印
人
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た

の
か
と
い
う
点
を
主
た
る
問
題
と
す
る
。
そ
れ
を
解
明
す
る
に
あ
た
り
、
銭
松

の
作
例
と
『
漢
銅
印
叢
』
等
の
取
法
対
象
と
見
ら
れ
る
印
章
、
及
び
西
泠
八
家

を
中
心
と
す
る
浙
派
印
人
の
作
例
を
広
く
対
照
し
、
銭
松
に
至
っ
て
浙
派
の
篆

刻
作
風
が
い
か
な
る
変
容
を
遂
げ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
清
末
の

印
人
ら
に
よ
る
銭
松
へ
の
評
価
を
視
野
に
入
れ
て
考
察
し
、
旧
来
の
「
印
中
求

印
」
の
概
念
を
手
掛
か
り
に
清
朝
中
後
期
の
篆
刻
史
に
お
け
る
銭
松
の
位
置
づ

け
を
見
直
す
こ
と
で
、
既
存
の
流
派
観
の
再
構
築
を
試
み
た
い
。

�

（
筑
波
大
学
大
学
院
）

⑤
里
耶
秦
簡
の
字
形
認
識 

―
网
部
字
―

村
田　

萌

　

湖
南
省
湘
西
土
家
族
苗
族
自
治
州
龍
山
県
の
里
耶
古
城
の
古
井
戸
か
ら
約

三
万
八
千
と
五
十
一
枚
ほ
ど
発
掘
さ
れ
た
『
里
耶
秦
簡
』
の
文
字
群
に
つ
い
て
、

そ
の
「
字
形
認
識
」
を
考
察
す
る
。
里
耶
秦
簡
文
字
は
筆
画
の
省
略
が
多
様
で

あ
る
か
に
み
え
る
が
、
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
当
然
な
が
ら
、
当
該
文
字
で

あ
る
こ
と
が
認
識
で
き
る
範
囲
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
、
何
を
も
っ
て
当
該
文

字
と
し
て
の
判
読
性
を
担
保
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
何
を
も
っ
て

当
該
文
字
と
し
て
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
発
表
で
は
、
网
冠
に
焦

点
を
当
て
、
そ
の
問
題
を
考
察
す
る
。

　

网
冠
で
は
、
常
に　

の
形
状
を
維
持
す
る
。　

や　

な
ど
の
字
形
変
化
が
起

き
る
も
の
の
、
筆
画
の
増
減
は
い
っ
さ
い
見
受
け
ら
れ
ず
、
一
貫
し
て
五
画
で

構
成
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
文
字
が
、
そ
の
文
字
と

し
て
認
識
さ
れ
る
字
形
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
範
囲
を
枠
組
み
と
し
て
捉
え
た

際
に
、
そ
の
枠
組
み
内
に
あ
る
様
々
な
字
形
に
一
貫
し
て
表
れ
て
い
る
共
通
し

た
事
例
を
、
本
発
表
で
は
「
字
形
認
識
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　

本
発
表
の
検
討
内
容
は
、『
里
耶
秦
簡
』
第
一
・
二
輯
（
湖
南
省
文
物
考
古

研
究
所
編
・
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
一
月
）
所
掲
の
全
字
を
観
察
し
た
上

で
、
部
首
が
冠
に
あ
た
る
文
字
に
焦
点
を
当
て
る
。「
字
形
認
識
」
を
考
察
す

る
上
で
、
文
字
の
偏
と
旁
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
例
が
多
く
見
ら
れ
る
文
字
を
考
察

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
本
発
表
で
は
里
耶
秦
簡
中
の
网
部
字
「
署
」「
置
」

「
罪
」「
羅
」「
罰
」「
詈
」「
罷
」
を
挙
げ
、
里
耶
秦
簡
文
字
の
筆
画
変
化
に
起

こ
る
法
則
性
を
考
察
す
る
。
网
部
字
を
上
下
に
分
断
し
、
更
に
网
部
字
上
下
そ

れ
ぞ
れ
の
字
形
構
造
、
線
の
形
状
、
文
字
の
傾
き
、
筆
画
の
増
減
を
考
察
の
主

軸
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
更
に
細
か
く
分
類
表
示
し
、
考
察
を
進
め
る
。
本
発
表

は
、
里
耶
秦
簡
内
の
字
形
的
特
徴
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
字
形
認
識
の
一

端
を
解
明
す
る
よ
う
探
求
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

�

（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
）
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⑥
秦
印
に
関
す
る
一
考
察

滑
田　

一
輝

　

本
発
表
は
、
戦
国
古
璽
研
究
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て

「
古
璽
」
と
総
括
さ
れ
て
き
た
印
は
、
荘
新
興
、
陳
光
田
、
肖
毅
等
に
よ
る
分

域
研
究
の
成
果
を
受
け
、
現
在
で
は
戦
国
時
代
の
国
に
依
っ
て
系
統
分
類
す
る

こ
と
が
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
古
璽
は
、「
楚
系
」「
燕
系
」「
齊

系
」「
晉
系
」
の
四
種
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
「
秦
系
」
の
秦
印
を
加
え
た
五
種

に
分
類
さ
れ
、
国
別
の
分
域
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
徐
暢
『
古
璽
印
図
典
』

（
天
津
人
民
美
術
出
版
社
、
二
〇
一
六
）
は
、
約
九
五
〇
〇
件
に
及
ぶ
璽
印
資

料
（
新
出
土
璽
印
・
封
泥
・
陶
文
を
含
む
）
を
上
記
五
系
統
の
国
に
分
類
、
そ

の
公
私
を
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
最
新
の
古
璽
研
究
が
一
望
で
き

る
近
年
の
大
き
な
研
究
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
『
古
璽
印
図
典
』

か
ら
抽
出
し
た
秦
印
を
中
心
に
検
討
を
す
る
。

　

楚
・
燕
・
齊
・
晉
、
四
国
の
古
璽
に
比
し
て
、
秦
印
に
は
特
有
の
印
風
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
従
来
、
秦
印
の
素
材
と
な
る
文
字
は
い
わ
ゆ
る
小
篆
に
近

く
、
権
量
銘
に
扱
わ
れ
る
よ
う
な
草
卒
な
イ
メ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
そ
の
字
形
は
特
に
私
印
に
お
い
て
変
化
が
極

め
て
多
様
で
、
規
範
的
な
小
篆
に
近
い
も
の
か
ら
、
大
篆
に
近
い
も
の
ま
で
多

様
で
あ
る
。
ま
た
、
界
画
を
施
し
た
印
面
中
の
空
間
処
理
に
応
じ
た
減
画
、
伸

長
等
も
多
彩
で
、
秦
人
の
文
字
の
運
用
感
覚
が
如
実
に
看
取
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
古
璽
印
の
中
で
も
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
い
え
る
。

　

印
面
中
の
字
形
の
変
化
は
そ
の
章
法
と
密
接
に
関
連
す
る
。
印
中
の
字
形
は

隣
り
合
う
文
字
同
士
の
関
連
に
よ
っ
て
変
化
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
字
形
は
そ

の
章
法
に
影
響
を
与
え
、
章
法
は
ま
た
字
形
に
影
響
を
与
え
る
。
ゆ
え
に
、
本

発
表
で
は
、
秦
印
の
章
法
に
着
目
し
、
印
面
に
お
け
る
字
形
変
化
に
つ
い
て
考

察
す
る
。
あ
わ
せ
て
秦
系
の
金
石
文
・
簡
牘
と
い
っ
た
文
字
資
料
と
比
較
検
討

し
、
秦
印
に
お
け
る
字
形
変
容
の
多
様
性
に
つ
い
て
詳
細
を
明
ら
か
に
し
た
い

と
考
え
る
。

�

（
東
京
学
芸
大
学
）

⑦
蔡
邕
飛
白
創
始
説
に
つ
い
て

仲
村　

康
太
郎

　

唐
・
張
懐
瓘
『
書
断
』
に
、
飛
白
は
後
漢
の
蔡
邕
が
作
っ
た
と
い
う
。『
書

断
』
は
従
前
の
言
説
に
目
を
配
り
、
そ
こ
か
ら
書
体
の
作
者
に
つ
い
て
妥
当
な

見
解
を
導
き
出
す
傾
向
が
あ
る
が
、
蔡
邕
飛
白
創
始
説
に
つ
い
て
は
そ
の
根
拠

を
明
ら
か
に
し
な
い
。
こ
の
説
は
崔
備
「
壁
書
飛
白
蕭
字
記
」（『
法
書
要
録
』

巻
三
）、
唐
玄
度
「
十
体
書
」（『
墨
池
編
』
巻
一
）、
李
綽
『
尚
書
故
実
』
な
ど

に
も
み
え
、
遅
く
と
も
中
晩
唐
に
は
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、『
書

断
』
以
前
に
蔡
邕
が
飛
白
を
作
っ
た
と
す
る
明
確
な
記
述
は
見
出
せ
な
い
。
そ

の
た
め
、
従
来
張
懐
瓘
が
独
自
に
こ
の
説
を
提
示
し
た
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
一
方
で
、「
壁
書
飛
白
蕭
字
記
」
の
注
に
引
く
南
斉
・
蕭
子
良
「
古

今
書
体
」
に
、
蔡
邕
と
飛
白
を
め
ぐ
る
示
唆
的
な
記
述
が
あ
る
こ
と
も
従
来
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
古
今
書
体
」
の
引
用
は
、
蔡
邕
飛
白
創
始
説
の
起
源

を
『
書
断
』
以
前
に
遡
ら
せ
る
有
力
な
根
拠
と
な
り
得
る
が
、
次
の
問
題
が
存

す
る
。
す
な
わ
ち
、
①
こ
ん
に
ち
京
都
・
毘
沙
門
堂
に
蔵
す
る
写
本
『
篆
隷
文

体
』
は
、
そ
の
所
謂
「
古
今
書
体
」
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
存
の
『
篆

隷
文
体
』
で
は
飛
白
を
後
漢
・
霊
帝
の
作
と
し
、
蔡
邕
に
言
及
し
な
い
こ
と
、

②
「
古
今
書
体
」
の
引
用
が
「
壁
書
飛
白
蕭
字
記
」
本
文
に
対
す
る
注
の
意
味

を
な
し
て
い
な
い
こ
と
、
③
現
存
の
『
篆
隷
文
体
』
飛
白
に
は
文
意
の
一
貫
し

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　

本
発
表
で
は
以
上
の
問
題
点
を
ま
ず
指
摘
し
、
そ
の
う
え
で
蔡
邕
飛
白
創
始

説
が
『
篆
隷
文
体
』
に
遡
る
可
能
性
を
検
討
す
る
。
検
討
に
当
た
っ
て
は
、『
篆

隷
文
体
』
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
韋
続
「
五
十
六
種
書
」、
唐
玄
度
「
十
体
書
」、

及
び
近
年
再
発
見
さ
れ
た
韋
懿
『
古
今
文
字
讃
』、
こ
れ
ら
唐
代
の
著
作
に
手

が
か
り
を
求
め
、
如
上
の
問
題
を
解
決
す
る
整
合
的
な
解
釈
を
示
す
。
さ
ら
に
、

北
宋
・
夢
英
「
十
八
体
篆
書
碑
」
に
み
え
る
蔡
邕
飛
白
創
始
説
が
、『
篆
隷
文

体
』
で
な
く
『
書
断
』
に
基
づ
く
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
示
唆
す
る
こ
と
に

つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
。

�

（
京
都
大
学
大
学
院
）
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⑧
河
井
荃
廬
の
訪
中
と
交
流 

―
上
海
・
杭
州
を
中
心
に
―

川
内　

佑
毅

　

近
代
日
本
篆
刻
の
第
一
人
者
に
挙
げ
ら
れ
る
河
井
荃
廬
（
一
八
七
一
―

一
九
四
五
）
は
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
初
め
て
訪
中
し
、
呉
昌
碩
に

直
接
師
事
す
る
ほ
か
、
滞
在
中
に
多
く
の
中
国
人
士
ら
と
交
流
し
た
。
な
か
で

も
、
杭
州
滞
在
中
に
は
西
泠
印
社
創
設
者
で
あ
る
王
禔
・
葉
銘
・
丁
仁
ら
と
交

流
し
、
上
海
で
は
羅
振
玉
や
汪
康
年
や
呉
隠
ら
と
度
々
交
流
し
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
、
そ
の
交
流
の
実
態
は
印
譜
に
収
録
さ
れ
た
荃
廬
の
刻
印
に
よ
っ
て
裏
付

け
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
一
次
資
料
で
あ
る
『
日
本
何
井
僊
郎
印
譜
』（
浙

江
図
書
館
蔵
）、
河
井
荃
廬
自
稿
『
訪
中
日
記
』（
小
林
斗
盦
旧
蔵
）、『
荃
樓
印

存
』（
王
福
庵
旧
蔵
、
復
旦
大
学
図
書
館
蔵
）
の
分
析
を
通
し
て
、
主
に
上
海

と
杭
州
滞
在
中
に
お
け
る
河
井
荃
廬
と
中
国
人
士
の
交
流
の
実
態
に
つ
い
て
考

察
す
る
。

　

稿
者
は
こ
れ
ま
で
に
、『
日
本
何
井
僊
郎
印
譜
』
に
つ
い
て
は
「
河
井
荃
廬

が
中
国
人
士
に
刻
し
た
印
―
『
日
本
何
井
仙
郎
印
譜
』
を
中
心
と
し
て�

」（『
書

法
漢
学
研
究
』
二
八
号
、
二
〇
二
一
年
）、『
訪
中
日
記
』
に
つ
い
て
は
「
河
井

荃
廬
の
渡
華
と
人
的
交
流
―
荃
廬
自
筆
「
訪
中
日
記
」
を
中
心
に
」（『
書
法
漢

学
研
究
』
三
一
号
、
二
〇
二
二
年
）
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
資
料
調
査
の
結
果

を
著
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
成
果
の
一
部
は
、
西
泠
印
社
主
催
第
七
回
孤
山

証
印
学
術
研
討
会
（
二
〇
二
三
年
）
に
お
い
て
「
河
井
荃
廬
訪
中
及
交
流
―
以

西
泠
印
社
人
士
為
中
心
」
と
題
し
て
口
頭
発
表
を
行
っ
た
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ら
従
前
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
新
た
に
王
福
庵

旧
蔵
『
荃
樓
印
存
』
の
分
析
を
交
え
、
三
件
の
一
次
資
料
を
包
括
し
て
導
き
出

さ
れ
た
考
察
に
つ
い
て
発
表
す
る
。『
日
本
何
井
僊
郎
印
譜
』
に
収
録
さ
れ
る

印
の
多
く
は
、『
訪
中
日
記
』
が
記
さ
れ
た
一
九
〇
〇
年
末
～
一
九
〇
一
年
二

月
の
間
に
刻
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、『
荃
樓
印
存
』
所
載
印
と
と
も
に
未

発
表
の
作
例
も
少
な
く
な
い
。
印
譜
所
載
の
印
影
・
拓
款
と
日
記
に
記
載
さ
れ

る
交
流
の
実
態
を
照
合
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
荃
廬
の
中
国
滞
在
中

の
交
流
の
実
態
の
示
す
う
え
で
相
互
に
補
完
し
あ
う
「
史
料
」
と
な
り
う
る
と

考
え
ら
れ
る
。

�

（
東
洋
大
学
）

⑨
原
田
大
観
の
訪
中
収
蔵
活
動
に
つ
い
て

下
田　

章
平

　

本
発
表
は
、
近
代
書
画
碑
帖
収
蔵
史
研
究
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
で
あ

り
、
特
に
収
蔵
史
上
劃
期
を
な
す
辛
亥
革
命
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
時

ま
で
の
時
期
に
活
動
し
た
原
田
大
観
（
二
代
目
庄
左
衛
門
、
一
八
五
五
―

一
九
三
八
）
を
検
討
の
対
象
と
す
る
。
原
田
大
観
は
原
田
家
の
家
督
と
庄
左
衛

門
の
名
跡
を
継
承
し
て
博
文
堂
を
立
ち
上
げ
た
。
明
治
四
〇
年
代
（
一
九
〇
七

―
一
九
一
二
）
に
は
美
術
書
の
出
版
や
、
日
本
を
代
表
す
る
書
画
碑
帖
を
扱
う

美
術
商
と
し
て
活
動
を
展
開
し
、
関
西
中
国
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

博
文
堂
の
収
蔵
活
動
に
関
し
て
は
、
鶴
田
武
良
「
原
田
悟
朗
氏
聞
書�

大

正
―
昭
和
初
期
に
お
け
る
中
国
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
成
立
」（『
日
中
国
交

正
常
化
20
周
年
記
念
「
中
国
明
清
名
画
展
」』、
財
団
法
人
日
中
友
好
会
館
、

一
九
九
二
）
な
ど
に
断
片
的
に
記
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
詳
し
く

は
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
二
〇
二
〇
年
、
発
表
者
は
博
文
堂
関
連
資
料

（
個
人
蔵
及
び
行
田
市
郷
土
博
物
館
所
蔵
）
が
厖
大
に
存
在
す
る
こ
と
を
知
り
、

そ
の
後
、
所
蔵
者
（
所
蔵
機
関
）
の
資
料
提
供
を
受
け
、
美
術
商
・
博
文
堂
の

初
期
の
活
動
実
態
を
前
稿
に
お
い
て
検
討
し
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
四
四
年

（
一
九
一
一
）
か
ら
大
正
中
葉
ま
で
の
羅
振
玉
（
一
八
六
六
―
一
九
四
〇
）
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
、
大
正
中
葉
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
著
名
中
国
人
収
蔵
家
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
流
入
に
博
文
堂
が
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
点
で
あ
る
。

　

本
発
表
で
は
、
原
田
大
観
『
中
国
出
張
日
誌
』（
大
正
一
二
年
一
〇
月
二
一

日
―
一
一
月
一
八
日
）
及
び
同
時
期
の
博
文
堂
関
資
料
の
分
析
に
よ
っ
て
、
原

田
大
観
が
い
か
に
中
国
人
収
蔵
家
と
交
流
し
、
中
国
書
画
碑
帖
を
日
本
へ
も
た

ら
し
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
大
正
中

葉
以
後
の
博
文
堂
の
収
蔵
活
動
が
明
ら
か
に
な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
へ

の
中
国
書
画
碑
帖
の
流
入
の
実
態
解
明
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

�

（
相
模
女
子
大
学
）
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